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実習生の共生日本語教育イメージの変容
　　　　　　　　一比喩生成課題による検討一

清水　寿子

1．はじめに

1．1共生時代の日本語教育へ

　日本に住む外国人登録者数は10年前に比べて約

1．5倍の増加を示し、2005年末において初めて200

万を越える201万1，555人となっている（法務省入

国管理局2006）。参入側住民と受け入れ側住民が、

対等・平等に社会参加し、ともに学びあいながら自

己実現していける社会の構築に資する日本語教育の

取り組みが行なわれ始めており（山田・尾崎・新

矢・米勢2005）、日本語教師に必要な知識や実践能

力にも変化がもたらされつつある。多言語多文化共

生を実現のための議論のひとつとして、多言語多文

化共生日本語教育（以下、共生日本語教育）の必要性

が提起されている（岡崎2002）。日本語母語話者（以

下、母語話者）と日本語非母語話者（以下、非母語話

者）の共生社会をリードできる日本語教師をいかに

養成するかは、今後の大きな課題と考えられる。

1．2共生日本語教育

　共生日本語教育における教師は、コーディネータ

ー（共生言語を作り出す場をコーディネートする）、

ファシリテーター（参加者間にコミュニケーション

が起こる仕掛けを作りスムーズな展開を支え促進す

る）、アドヴォケーター（受け入れ側に向かって参入

側の立場を説明し擁i護する）としての役割を果たす

ことが目指される（岡崎2002）。共生日本語教師の役

割を教室における行動面から調査した研究（朱・単

2002など）では、教師が教室活動においてファシリ

テーターとしての役割を果たしていることが明らか

にされている。また、役割意識面からの調査では、

非母語話者教師を対象とした研究（古市2005）で、非

母語話者参加者に対して認知面、情意面、社会面に

対する役割で支援が出来ると意味づけられた。しか

し、教師が共生日本語教育をどのように認識するの

か、役割意識が獲得されていくプロセスの検討はま

だされていない。「日本語を教える」のではなく共

生日本語教育では、教師と参加者が対等な立場で

「共生日本語をともに創造する」という共生日本語

教育の理念や、コーディネーター、ファシリテータ

ー、アドヴォケーターの役割を、教師はどのように

認識しているのだろうか。

2．理論的背景

2．1イメージ

　比喩の形で定式化された「イメージ」は教師の行

動を直感的に導き、教師の知識構造を形成するもの

として教師の感情や価値、要求、信念が結合した最

も包括的なものであるという（Elbaz　l981）。本論文

でもこの意味で「イメージ」の語を使用する。

2．2比喩生成課題

　Lakoff＆Jo㎞son（1980）によると、比喩は、思考や

行動といった日常生活に広がっており、構築された

現実を明らかにするものであるという。また、抽象

的なもの、斬新なもの、高度に理論的なものを理解

する時に比喩は使われるといわれる（Yob　2003）。こ

のような知見から、比喩は教師の世界観や認識を映

し出すツi－一一・ルとして、これまで学校初任教師と中堅

教師を比較した教師の熟達化の研究（秋田1996）や、

教育実習生の成長の縦断的研究（深見・木原2004）

などが行われてきた。日本語教師を対象とした研究

では、日本語教師は「支援者」として自らをイメー

ジしていること（岡崎1998）、「いつも明るく学習者

を楽しく学ばせ、導き、世話を焼き、少ない賃金で

何でもやってあげる存在」として捉えていること

（森下2002，亀川2005）が示されている。これらの

研究は主に日本語学校で教鞭をとる教師を対象とし

たものであり、共生日本語教師の比喩生成を検討し

た研究は管見の限り見当たらない。共生日本語教師

が生成した比喩を検討することにより、教師がいか

に共生日本語教育の理念を理解し、教師の役割を認

識しているかを明らかに出来ると考えられる。
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3．研究目的および研究課題

　本研究では、共生日本語教育を初めて経験する実

習生の共生日本語教育イメージがどのように構築さ

れていくかを明らかにすることを目的に、特に、教

師・参加者・教室の相互関係に着目する。

　課題1：共生日本語教育を初めて経験する実習生

はどのような共生日本語教育イメージを持つか

　課題2：共生日本語教育イメージからどのような

教師・参加者・教室の関係性が現れるか

　課題3：実習の進行に伴い、教師・参加者・教室

の関係性はどのように変化するか

4．研究方法

4．1対象者

　調査対象のフィールドは、某大学院で2006年

7・8月に行われた8日間の日本語教育実習であり、

12名の実習生1を対象とした。本実習は「多言語多

文化社会を切り開く日本語教育」を標榜し、母語話

者と非母語話者との共生を指向して行われた。実習

生は約3ヶ月の準備期間に共生の理念や、母語話者

と非母語話者間の共生日本語の創造と介助の方法を

学んだ。教壇実習では大学周辺の住民から母語話

者・非母語話者の参加者を募り、成人クラスと年少

者クラスの2クラスを開設した。

4．2データ

　本研究では、実習生が共生日本語教育の教師とし

てどのように役割意識を構築していったかを探るた

めに、比喩生成課題を使用した。共生日本語教育の

〈教師〉〈参加者〉〈教室〉をトピックとし、「教師

（参加者、教室）とは～のようなものだ、なぜなら

・・ B」という形式で、実習生に比喩生成とその説明

を求めたものをデV－一一タとする。比喩生成課題は実習

準備前期（5月中旬）、実習準備後期（6A下旬）、教壇

実習後（8月1日）の3回実施した。

4．2分析方法

　〈教師〉〈参加者〉〈教室〉のトピックで生成され

たそれぞれ延べ30の比喩を、内容的観点から分類2

した。分類は、日本語教育専攻の大学院生4名（筆

者を含む）で行った。一致しない箇所は協議を行い、

協議の結果を考慮して最終的に筆者が決定した。

5．結果と考察

5。1実習生の共生日本語教育イメージ

〈教師〉〈参加者〉〈教室〉の比喩を検討し、似てい

るものをまとめて比喩概念を生成した。例えば〈教

師〉のトピックで生成された「小麦粉と水（お好み

焼きの具をつなぐような役割をすると思うから）」

と「仲人（違った人たちをつなげるために、助ける

ために存在する役目だからである）」は、教師に

“参加者に働きかけ、参加者同士をっなぐ”とい

う共通の役割を見出していることが読みとれる。

ここから、この2っの比喩は参加者をつなぐとい

う比喩概念にまとめられた。このように一つひと

つの比喩の類似性を判断した結果、それぞれll、

11、12の比喩概念への分類がなされた（表1参照）。

比喩概念は、着眼点により4～5の下位カテゴリー

に分類され、さらに、働きかける対象を持つ動的な

タイプか、働きかける対象を持たずそれ自身の特質

に着目した静的なタイプかによってそれぞれ役割・

機能（動的なタイプ）、特徴（静的なタイプ）という上

位カテゴリーに類別された。

5．2教師・参加者・教室の関係性

　働きかける対象を持つ動的なタイプと判断された、

教師・参加者の役割面、および教室の機能面に注目

して共生日本語教育における教師・参加者・教室の

関係を探ると、図1のようになった。

　　　　　｛参加　に対する役割｝
参加者同士をつなく　参加者と議論する・参加者の変容を助け

る・参加者をサボ・一一トする・参加者を導くくファシリテ→一〉

教師のサポートを　　　　｛教室に対する役割｝

求める　　　　　　　活動に王体的に関わる

　　　　　　　｛教室に対する役割｝

　　　　　　教室を準備・企画する
　　　　　　活動を構成・調整する
｛参加者と教師両　　　　〈コーディネーター〉

者のための機能｝

議論・相互交流・

問題解決を目指

す場の提供

｛社会に対する役割｝

共生理念を広める

　加と師両
者のための機能｝

学び情報交換
変容のきっかけ

議論相互交流・

問題解決を目指

す場の提供

社会のための機能｝

共生社会を作りだす

図1イメージから浮かび上がる共生日本語教育
　における教師・参加者・教室・社会の関係

　比喩のトピックには示されていないにもかかわら

ず、教師から社会、および教室から社会への働きか

けが実習生に認識されていることが明らかになった。

教師が社会に対して持つ役割は、亀川（2005）の調査

した日本語学校の教師の役割の中には現れていない。

このことから、社会に対する役割は共生日本語教師
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表1比喩カテゴリー分類
上位カテゴリー 下位カテゴリー 比喩概念　　　　　は人数

1 教室に対する役割（7）
A）B 　　夢用・正画る（4）活動を構成・調整する3

教師

動的な

^イプ

！…！教師の役割（25）

参加者に対する役割（15）

劣口同士をつよぐ（3）
Q加者と議論する（2）
Q加者をサポートする（5）
Q加者を導く（3）

Q加者の変容を助ける2
i 土酉に対する役割3 共　理芯をムめる3

属性に関する特∠1 1 性を、つ1
静的な

^イプ
i教師の特徴（5）
I

態度に関する特徴（4）
J）K 行動に悩む（2）

蜻ﾌ性がない2

動的な 市に対する役12 A 弔のサ・・一トを・める2

タイプ 教室に対する役割（2） B） 活動に主体的に関わる（2）

参加者

静的な

属性に関する特徴（15）

可ヒ性を、っ（6）

ｽ様性を持っ（4）
ｩ己開示や変容を期待される（2）
ﾀ習実現に不可欠である（2）

､究対象になる1
タイプ i　　（26）

態度に関する特徴（11）

H）1）J）K
　　　に力する（4）問題意識を持たない（3）本心を見せない（2）不快や違和感を感じうる2

動的な

参加者のための機能（6）

A）
a）C

子びの場（1）

﨣��ｷの場（2）

ﾏ容のきっかけとなる場3

タイプ 参加者と教師両者のための機能

@　　　　　8

D）E 議論・相互交流の場（5）

竭濶�?�ﾚ指す場3
社会のための機能3 F 共生社会を作り出す場3

教室

静的な

性質に関する特徴（9）

G）

g）

P

多様な人が参加する場（6）
｢知の場（2）

{決や違和感を感じうる場1

タイプ
i教室の特徴（13）

実習実現・運営上の特徴（4）

J）K）L） 苦労して作り上げる場（1）

匇ﾔ限定の場（2）

､究対象の場（1）

に特徴的な役割と考えられよう。しかし、参加者

からの社会への働きかけを示す比喩は見られなか

った。また、教師の役割にはファシリテーター、

コーディネー・－hターの役割が見られたが、アドヴォ

ケーターに当たる役割は見られなかった。

5．3教師・参加者・教室の関係性の変化

　実習準備前期、準備後期、教壇実習後の調査全

てに協力の得られた8名の比喩のうち、課題1の

分類結果をもとに動的なタイプに着目し、比喩の

出現の有無を調査した。比喩の現れた箇所を●で

示したものが表2である。

　　表2　比喩の時期別特徴

比喩の

ｺ位カテゴリー

鞘欄 糀御
糎摺後

教室に対する役割 ● ● ●

教師 参加者に対する役割 ● ● ●

社会に対する役割 ● ● ●

教師に対する役割 ●
参加者

教室に対する役割 ●

参加者のための機能 ● ● ●

教室
参加者と教師両者の

ｽめの機能
● ●

社会のための機能 ● ● ●

　　〈教師〉の比喩では、教室・参加者・社会に対

する役割は全期間を通じて見られた。〈参加者〉

の比喩では、教師に対する役割、教室に対する役

割は実習後のみに出現する。これは、教壇実習時

に、実習生と参加者が互いに関わりを持つ上で参

加者と教師・参加者と教室の関係が実習生に明確

に捉えられたことによると推測される。〈教室〉

の比喩では、参加者と教師両者にとっての機能が

準備後期から現れるが、他は全期間を通じて現れ

た。このことから、準備前期には、共生日本語教

室は教師自身が学びを得る場というより、参加

者・社会のための場と考えられており、準備後期

になると教師が教室から得られる学びが認識され

ていることがわかる。実習準備前期・準備後期・

教壇実習後それぞれに生成された比喩の変化をた

どってみると、準備前期には教師から教室・参加

者へ、または教室から参加者への働きかけのみで

ある。準備後期を経て、教室から得る教師の学び

が明らかになり、さらに教壇実習を経て参加者か

ら教室・教師への働きかけが実感され、有機的な

関係性の認識が形成されていた。
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6．結果のまとめと今後の課題

　実習生の生成する比喩は、〈教師〉〈参加者〉

〈教室〉それぞれについて動的なタイプ、静的な

タイプに分類された。動的な比喩の時期別な分析

からは、教師・参加者・教室・社会が共生日本語

教育の実践を通して、次第に相互に関わっていく

ことが明らかになった。実習生の認識のなかで、

準備前期には、教師が主体的に参加者・教室に働

きかけるものと考えていたのが、準備や教壇実習

を経て、教師も教室や参加者から学びを得られる

という認識に至ったことが窺われる。

　また、今回の分析結果からは、ファシリテータ

ーやコーディネーターの役割は現れたが、アドヴ

ォケーターの役割は現れなかった。このことから、

ファシリテーターやコーディネーター一・一の役割に比

べて、アドヴォケーターの役割が実習生にとって

印象が薄かったり、比喩にしづらいものであった

可能性がある。また、アドヴォケーター役割は他

の2つに比べて容易に獲得されないものであるこ

とも推測される。共生日本語教育の教師の役割の

うち、アドヴォケーターはファシリテーターとコ

ーディネーターの両者の根底にあるものと岡崎

（2004）は述べているが、今回の結果から、実習生

に必ずしもそのように捉えられていない可能性も

浮かび上がってきた。今後はアドヴォケーターの

役割が実習生にどのように認識されているか、教

壇実習での行動には役割意識がどのように反映さ

れているかについて、実習生の記述したジャーナ

ルおよび教室での発話データから明らかにしてい

きたい。

注

1協力者のうち3回全ての調査に回答したのは8名であ

　る。残りの4名のうち2名は2回、2名は1回の調
　査に回答した。

2伺じ比喩が生成されたとしても、必ずしも同じ背景か

　ら生成された比喩とは限らない。同じ比喩“カウン

　セラー”であっても、説明として「学生の心の問題

　に立ち入って相談にのるから」というのと「学習者

　の心の内側から出てくるものを辛抱強く待たなけれ

　ばならないから」という意味がある揚合では、比喩

　を生成する背景が異なると考えられる（岡崎1998）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しみず
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